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がいくつかの難点をもっていたため、 Rec+受容菌については明確な結論が得られず、 recー 受容菌に
ついても活性が減少することは明らかにされたものの、その時間的経過については不明確であった。
本研究では、溶原性フ ァージ ・ラムダ (λ)のプロフ ァージを標識として用いて、伝達染色体断片











































(1) 受容菌として recAを使うと伝達された染色体断片の急速な分解が起こる o
(2) recB、recC、recBrecC、recArecC などの受容菌中では緩やかな失活が起こるo
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(3) rec+受容菌中で、も緩かな失活が起こる O
(4) 伝達された染色体断片の分解は伝達を中断した直後にはじまるO
(5) Hfr供与菌から移行した染色体断片は上述のように分解を起こすけれども、 F'染色体はrecA受
容菌中でも分解されない。
以上の事実はF'染色体は環状に閉じているため分解が起こらないが、 Hfr供与菌から移行した染色体
は伝達中断後、切断の起こった側から recB、recC遺伝子に支配されているATP依存性のDNaseに
よって分解がはじまり、組換えが起こるより先に分解された場合には生物活性を失うという結果にな
ると解釈される O
同君の研究は上述した通り実験系が従来の大腸菌の接合系に前例のない独創的なもので、正確な結
果が得られたわけであり、 rec突然変異についての従来の知見を再確認すると共に、伝達された染色
体の構造が環状か線状かによりその安定性が決まるなどを明らかにした。
よって本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める O
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